
南 部 中 学 校 総 括 評 価 表（No1) 令和２年度末

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 標 と 活 動 計 画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評 価 指 標 評価指標の達成度 総 合 評 定 メンター制を取り入れた校 メンター制による資質
１ 学校運営 ① 教育目標・教育方針の教職員 ① わかりやすいとする保護者 ① A Aは 80％以上 内研修により，若手教員の指 向上研修を継承し，若手

生徒，保護者への周知徹底 ② 資質向上に取組んでいる教員 ② A Bは 60％以上 評価指標の 導力向上を図ることは，南部 教員にもベテラン教員に
② 教職員の資質の向上 ③ 学校は情報発信していると考える保護者 ③ A Cは 60％未満 達成度を平均 中にとっても大変重要であり， も有益な校内研修を継続
③ 保護者・地域への情報発信 今後も時間を確保して継続し， 実施する。特に，ＩＣＴを

(評定) A 若手教員をバランス良く伸ば 活用した研修に力を入れ
活 動 計 画 活動計画の実施状況 （所見） してもらいたい。 ていく必要がある。
① ＰＴＡ総会や学校行事等での教育目標・教育方 ① 感染症対策により，ＰＴＡ総会や学校行事がほと メンター研修の中 コロナ禍の中，保護者の不 メールを利用して情報
針の説明・周知と各種たよりやＨＰの活用 んど中止となった。各種たよりとＨＰを充実させ でもＩＣＴを活用し 安を少なくするためにも連絡 発信をする機会が今後も

② 昨年度の調査研究事業の成果を取り入れた授業 周知と理解に努めた。 た 研修 を取 り入 メール等の情報発信する姿勢 増えていくので，保護者
改善の取組 ②-1 メンター制を取り入れた校内研修を年３回実 れ，授業での活用 はよいと思われる。 への情報発信の方法手段

③ 連絡メールやＨＰ更新など迅速な情報発信 施した。 も増えてきた。感染 等について考えていく。
②-2 板書の工夫や ICT 活用掲示物の工夫による 症対策等の連絡メ 今以上に，連絡メールや

授業等の取組の「みえる化」を行った。 ールが多くなり，保 ＨＰを通して，積極的な
③ 感染症対策や緊急連絡気象警報発表時等に連 護者への広報活動 情報発信に努める。
絡メールを活用した。 も活発となった。

評 価 指 標 評価指標の達成度 メンター制を取り入れた校 学力向上検討委員会で
２ 学力向上・教科指導 ① 学習意欲の向上と学習習慣の ①-１ 教員が工夫して授業を進めていると考える ①-１ A （評定） 内研修は，若手教員を指導す 本校の課題を確認し，解

確立 生徒 Ａ る中堅・ベテラン教員の指導 決への有効性のある具体
② 授業力向上の工夫・充実 ①-２ 授業中に質問をしている生徒 ①-２ C 力や意識をさらに高めること 的な実行プランを作成し
③ 家庭学習の定着 ② 授業力の向上に努めている教員 ② A にも資するものである。 職員全体の方向性を整え

③-１ 家庭学習を行っている生徒 ③-１ A （所見） すばらしい考えや意見をも る。年間を通じて取り組
③-２ 家庭学習の時間増の工夫をしている教員 ③-２ A 基礎基本の定着 っている生徒が，しっかり表 むテーマを設定し，教科
活 動 計 画 活動計画の実施状況 に向けて継続して 現できる授業の工夫が必要で 単位や学級・学年単位で
①-1 学力向上検討委員会における実行プランの ①-１ ｢学習の手引き」を継続使用し，効率的な学 小テストを実施する ないかと思われる。ただ，コ 取り組む。検討時期を早

充実 習指導を実施した。 など様々な取組が ロナ禍での先生方の授業展開 めて方向性を早く整えて
①-2 TT指導の充実 ①-２ ＴＴ指導による基礎的基本的な内容の定着を 行われた。感染症 は思うようにいかず大変だっ いくことが課題である。
②-1 教科サポートチームの活動を通しての研修 図った。 対策により，グルー たと思われる。また，読書の また，各教科・各学年
②-２ 朝読書の推進 ②－１ メンター制等による教師力向上研修に年３回 プ活動やペア学習 大切さを実感させ，読書の継 で授業研究を行い，生徒
③-１ 宿題等の工夫及びその点検 取り組んだ。 ができず，言語活 続を促す必要があると思われ が積極的に質問できる授
③-２ 放課後学習の実施 ②－２ 各学年で，朝読書を実施した。 動を意図的に設 る。 業展開など，生徒が主体

③－１ 宿題等の工夫と点検，長期休業中の課題と 定する授業がで 的に授業に取り組める工
それに基づく確認テストを実施した。 きなかった。 夫に努める。

③-２ 放課後の補充学習を計画的に実施した。
評 価 指 標 評価指標の達成度 自転車通学の生徒の事故対 ｢ともに前へ！｣を合い

３ 生徒指導・交通指導 ① 基本的生活習慣の定着 ① 遅刻せずに登校する生徒 ① A （評定） 策として，自転車保険への加 言葉に，生徒とともに活
②-１ 生徒理解と相談体制の充実 ②－１ 教員が適切に指導しているとする保護者 ②-１ A A 入はできているのでしょうか。 動する機会を教職員が大
②-２ いじめ防止対策 ②－２ 自他ともに大切にする指導に取り組む教員 ②-２ B 交通量が多く，狭い道もあり， 切にする。
③ 交通指導の充実 ②－３ いじめ問題等相談しやすいとする生徒 ②-３ B （所見） 交通事故がおきないよう引き 生徒からのつぶやきや

③－１ 交通ルールを守っている生徒 ③-１ A 生徒がいじめを 続き指導してほしい。 生活記録など．生徒がい
③－２ 交通ルールを指導する教員 ③-２ B 相談できる環境 生徒指導は生徒理解と信頼 じめを相談できる環境

をつくり「いじめ 関係の上に成り立つもので， を多くつくり，いじめ
活 動 計 画 活動計画の実施状況 は許さない」とい その点，経験や実績豊富な校 の早期発見・早期対応
① チャイム着席・交通立哨指導 ① 朝と休み時間の巡視を実施した。 う意識を高め， 長先生のもとで南部中の全教 に積極的に取り組む。
②－１ 相談体制の確立 ②-１ ＳＣを中心とした相談活動と随時家庭連絡 いじめの早期発 職員が取り組んでいる成果が １年生対象の交通安全
②－２ いじめ問題等対策委員会を活かした校内体 を実施した。また，適応指導教室(すだち学級) 見・早期対応に 表れていると思われる。 教室をできるだけ早期に

制の確立 と連携した。 取り組んだ。 保護者から学校への信頼の 実施する。さらに安全教
②-２ 学校いじめ防止基本方針に基づくいじめ問 １年生の交通安 高さがうかがえる。地道な指 育担当を中心に集会や学

題等対策委員会において年５回アンケート調 全教室を開催し集 導のたまものだと思われる。 活等を利用し，安全指導
③ 計画的な安全教育への取り組み 査を実施した。 会や学活を通して をする機会を積極的に設

③ 交通安全教室と登下校時の立哨指導を適宜実 常時指導を行って ける。
施した。 いる。

評 価 指 標 評価指標の達成度 コロナ感染症への対策ご苦 引き続き，新型コロナ
４ 保健指導・給食指導 ① 保健指導の徹底 ①－１ 健康に気をつけている生徒 ①－１ B （評定） 労様です。誰も経験したこと ウイルス感染症対策を徹
・環境美化 ② 給食指導の徹底 ①－２ 健康に生活できるよう指導する教員 ①－２ A A のないことへの対応なので， 底し，新しい生活様式を

③ 環境美化の推進 ②－１ 食生活に関心を持っている生徒 ②－１ B 何をすれば正解なのかが不明 身につける。
②－２ 食生活を見直すよう指導する教員 ②－２ A （所見） な中での取り組みになります。 栄養教諭や養護教諭と
③－１ 清掃活動に積極的な生徒 ③－１ A 全教職員で手洗 専門家の知見と先生方の創意 の連携を密にし，自己の
③－２ 清掃指導ができていると考える教員 ③－２ A い・手指消毒等感 工夫で乗り越えてほしいと思 心身の健康について考え

染症対策の周知徹 います。 る行事や授業を継続す
活 動 計 画 活動計画の実施状況 底に努めている。 いつ，誰が感染してもおか る。
① 保健指導計画の立案と学校保健委員会の開催 ① 毎月の「保健だより」発行と学校保健委員会 「保健だより」「食 しくない状況だが，すべての 全校生徒・全教職員が

を開催した。 育だより」を発行し 活動を通しての予防を続けて 校舎内外の美しい環境づ
② 給食指導計画の立案と給食時間の指導 ② 全教職員で給食時間の指導と「食育タイム」の 生徒だけでなく保 ほしい。 くりに努める。

充実を図った。 護者にも啓発を行 広い学校でゴミのない美し
③ 清掃担当者による清掃計画の立案と清掃指導 ③ 清掃担当者による清掃強化週間の実施と全教 っている。 い環境が保たれているのは，

職員による清掃指導を実施した。 校舎内外でゴミの すばらしい。
無い美しい環境が
保たれている。



南 部 中 学 校 総 括 評 価 表（No2) 令和２年度末

自 己 評 価 学 校 関 係 者 評 価 次年度への課題と
重 点 課 題 重 点 目 標 評 価 指 標 と 活 動 計 画 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

評 価 指 標 評価指標の達成度 総 合 評 定 徳島市の約３割，小松島市 図書室の使用の利便性
５ 図書館教育・キャリ ① 図書館の積極的な活用 ①－１ 授業で図書室を活用する教員 ①-１ C とほぼ同じくらいの広い校区 を周知したり，図書室の
ア教育・生徒会活動 ② 進路指導の充実 ①－２ 年間１０冊以上本を読む生徒 ①-２ C （評定） を持つ南部中です。近い将来 本を充実させたりして，

③ 生徒会活動の活性化 ②－１ 将来の職業に関心がある生徒 ②-１ B B 必ず発生する南海トラフ巨大 図書室の活用や生徒の読
②－２ 継続的な進路指導をしている教員 ②-２ A 地震や津波に備える地域のリ 書を活性化する。
③－１ 生徒会行事等に積極的な生徒 ③-１ B （所見） ーダーとなり得る生徒の育成 生徒会本部役員が校内
③－２ 専門委員会が充実していると考える教員 ③-２ B 生徒会活動に積 を期待しています。勝占中部 や地域のリーダー的立場

極的に取り組む本 コミセンと共同で作成してく に成長してきているの
① 「図書室カレンダー」の発行とお薦めの本の ①-１ 図書室運営が計画的に工夫して行った。 部役員生徒が校内 ださったマップは我が家でも で，活動のより一層の活
紹介 ・地域のリーダーと 役立っています。 性化をめざす。

② ３年間を見通した進路指導計画の立案と職場 ② 発達段階に応じた指導計画にそって実施した｡ して自覚的な取組
体験活動の立案・実施 ③-１ 月 1回専門員会で自主的な活動を実施 を始めている。専

③－１ 生徒会活動の見直し ③-２ 生徒会活動の主力となる本部役員が地域の 門委員会でさらに
③－２ 「あいさつ運動」の実施や地域防災活動に 防災活動に参加するなど校内だけでなく地域の 活動が拡がるよう
参加 リーダー的立場に成長してきた。 工夫をしたい。

評 価 指 標 評価指標の達成度 （評定） 生活力を高めるために２０ 自尊感情や自己肯定感
６ 人権教育・道徳教育 ① 人権教育の推進 ①-１ 学校に来るのが楽しい生徒 ①-１ B 年先３０年先を見据え，生徒 を高められるよう，生徒
・特別支援教育 ② 道徳教育の推進 ①-２ 温かい言葉がけをしている教員 ①-２ A A を育てていくことが大切であ に自信を持たせたり，自

③ 特別支援教育の推進 ② 私には良いところがあると考える生徒 ② B る。特別支援学級の生徒への 分のよさに気づいたりす
③-１ 友だちの良さを見つけている生徒 ③-１ A 支援も社会に目を向けていけ る活動を様々な場面での
③-２ 支援の必要な生徒を把握している教員 ③-２ A （所見） るように行ってほしい。 工夫を続ける。

自己肯定感をい 人権教育や道徳教育を
活 動 計 画 活動計画の実施状況 っそう高められるよ 充実させるためにも，教
① 人権教育主事を中心に人権教育の実践 ① 人権教育主事を中心に活動計画に基づいて活 う，教師が生徒に 職員が積極的に研修を実

動した。 自信を持たせたり 施し，生徒個々のニーズ
② 道徳教育推進教師を中心に活動計画を立案 ② 道徳教育推進教師を中心に学年の活動計画に 自分の良さに気づ に合わせた指導ができる

基づいて研修を実施した。 いたりする活動を よう努める。
③２ 入学前を含めて年間４～５回の教育相談を実施 ③ 校区内小学校支援学級との連携を強化し，交 継続的に取り入れ
して，特別な支援を必要とする生徒のニーズ 互の参観授業ならびに個別のニーズや支援につ ている。
に応じた支援に努める。 いての面談を実施した。

「評定」の基準 Ａ：十分達成できた Ｂ：おおむね達成できた Ｃ：達成できなかった


